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第1図 娃のR：’，：；（・泡；普1Jritjl経絡;jく 第2図 蛇つIE’，：；i・filHJ!JJ1v!1経終末
第3図 1E.常運動神経の絡網及底板核（街）
第 5図
第 6函 鍾紡筋,!.•;. 1¥j lE の鳩
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第16函 ’ I• 当事［災重量総ギプス｜詞；4ご103 日 fl
（絡網の艦大，終十反沼務、の215-滑化）． 
第15函兎のlf.'i;l'ili!iJJr,1¥経線維
第17図 ¥Tit B1 ＇.欠亡， lj時lえの1J;-:ij· ＼»；~；－-t；.を米す II ~i'J~Jに於 it
る的の｝j/j紡 ~ii! （終似のi叫i'J!i’lソ、せる世nきl議，）
第18函 ｜司上 痩績 予E.fr ＂も・( ＇~1'1＇有髄桝l経線維の防j媛消火を思わせる保，’1•1<li.有髄／[oljl経線維のlii!ill！蛇行）






第2G~ 1両Lt ili!I!J1r1¥経線維の終似， t各綱A
終末終閉綱の完成
第22図 入の不動性筋萎織の運動刑jl経線網tlJ!I湖
樹扶，＆.ワラビ；I！.：聖書化
第24図 脊秘性小児麻事革患者脂肪組織内に島
唄JI.:1：残存せる筋紡錘
Weismann氏線維に変化なし
脅絡筋に於ける神経終末に就て 309 
く膨化匝脹，幡怨性の減還が強〈現われ，終綱は染色
不可能となり終枝も膨化する．納小熊髄神経に就ては
詳かにし得ていない．
(b) 露骨l全神経炎
桐周は18才男子の額性尺骨神経麻概患者の手術時得
られた尺腕属筋を直ちに澗精固定し Cajal氏近蕨改良
法に依って観察した．
筋に分布する中径有髄神経様維は蛇行し乍ら筋層を
経過するが何れも著しく萎縮し一見侠随神経と紛らわ
しい迄に絢くなり，或は所々に精円形裁は紡錘状の膨
大部を生じ不規則でらる．終板に達し分肢を営むに
到れば終枝は著しく腫脹して各終枝は根棒状或は念珠
状を呈するか，著しく萎縮し消失して一本の細き院維
のま訟のもの等があり，その変性像は多種多様でら
る．終網の多くは崩接，!1&収せられ時に著しく濃柴せ
られて構造不明となり，訟は肥大して環状となってい
る．筋紡錘では淋巴艇は狭小となり，被膜は柏、々肥厚
し，木尽に進入する大径，中径有髄神経は萎縮して極
めて細くなり所々に惰円形膨大を作り染色性は不平等
である．被膜貫通後は暫く溜殖した結合織で東状に包
まれているが，分岐後の経過は蛇行の増加，辺縁の凹
凸不整が認められる．終枝は点々紡錘状に腫大し，終
網が点状に崩壊しているものもあるが，筋に於けるそ
れ程の変性は認められなL・．
(3) 理性偏婦と神経終末
古川は乳児期の脳炎に続発したと思われる35才の窪
性半身麻揮の女子に就て尖足位下肢の矯E手術に際し
て採取した下腿筋を直ちに酒精に固定しCajal氏近藤
改良法を行って観察した．運動神経線維は腫大し，終
校は『京大叉~t膨降して不正形となり屈曲度を指すが，
断~，制~等It認められないし， 終網には著変はな
い．筋紡~は殆ど正常で神経要素に著しい変化を見な
いが，時に大径有挺神経線維にl脅銀性の減退，辺縁の
不整等が見られるに過ぎない．
(d) 脊髄性小児麻簿
古川は脊髄性小児麻癖患者2才より20才に至る12例
に就て手術時採取した麻郷筋を直ちに澗精に固定し，
Cajal氏近澱改良2去を用いてその神経要素を検討した．
患者は凡て発病以J<2年より長きはlO数年を経過し，
横側方の退行性変性著しく筋に終止する運動神経終末
は何れも全〈証明出来なかったが，筋紡錘（t.残存して
よ〈形態が保たれ， 3種の神経線維が認められ，又脂
肪織威いは結合繊中に島唄状に残存し，ワ氏線維は中
心核集合部に於ける核増加の為臆大し，その両極末端
部に管状変性士会を認めるが，このものでは神経要素は
全く証明出来なかった．これによるとす氏線総は一般
横紋筋線維と全く異った栄養安配を受けているものの
如く息われる． 神経要素の涯明されるものの内，大径
有髄神経は腫大し，~銀性は寧ろ良好で辺縁組紘であ
る．中径有髄神経線維も屈曲度を増し，ワ氏線縦に分
岐している．更に細小の無自益性の様に見えるものも単
一走行として認められた．
13. 結 語
以上現在迄行った研究の概略を述べたが，前記の如
く我々は研究資糾入手の便宜に恵まれているので今後
更に研究の進展に努力しtel、と考えている．
